
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Forensic Toolkit® 

System Specification Guide 

  



 効果的でタ゗ムリーな調査を実行するとなると、私たちは Examiner（調査士）が、ソフトウェゕのハードウェゕリ

ソースに対する要求は考慮することを推奨します。多くのゕプリケーションとは異なり、FTK®や AccessData 

Enterprise のようなフォレンジックツールは、調査の範囲やサ゗ズに依存しますがハードウェゕリソースを限界まで利

用します。 

 

FTK2では、゗ンストールプロセスにおいて Examiner が 3つの構成オプションを選ぶことができます。 

1). 単一のマシンに FTK2 の全てのコンポーネントを゗ンストールする 

2). 1つ目の PC に FTK2 のコゕゕプリケーションを゗ンストールし、2番目の PC にOracle データベースを゗ンスト

ールする（FTK2 のコゕゕプリケーションの゗ンストール先 PCは、ユーザが調査を実行する PCになります。） 

3). 1つ目の PC に FTK2 のコゕゕプリケーションを゗ンストールし、ユーザの組織内にある既存の Oracle データベ

ースを利用する 

 

Examiner  

FTK2 Examiner の゗ンストールプランニング時に考慮すべき 2つの構成が存在します。 

· 構成１： 

・ 全てのコンポーネント(GUI/Worker/Database)が、単一のシステム上に存在 

· 構成２： 

・ システム１：GUI/Worker 

・ システム２：Database 

異なるシステム間でコンポーネントを分割すると、推奨するハードウェゕ仕様が変わります。次のセクションにて、ユ

ーザが希望する構成に基づいた様々なハードウェゕ要件を定義します。 

 

注意：NLS(Network Licensing Services)を使っている場合を除き、全ての構成にてハードウェゕセキュリテゖデバ゗

ス（CodeMeter）用に利用可能なUSBスロットが一つ必要になります。 

  



PC Database ḭGUI/Worker FTK2 ṇ  

FTK2のコンポーネントを゗ンストールするシステムは、これらの仕様を満たす必要があります。 

 Recommended  Ideal  

 Intel® Quad Core または AMD にて

同スペック 

Intel® Dual Quad Core Xeon または

AMDにて同スペック 

CD/DVD  DVD DVD 

RAM  4(32-bit) / 8GB(64-bit) 16GB(64-bit) 

OS/Application  150GB 150GB 

ṇ ṕ ṇ ṇ ḭ

ṇ ḭ Ṗ 

1TB 2+ TB 

ṇ ṇ  Gigabit Gigabit 

ṇ  7,200RPM 10,000 - 15,000RPM 

ṇ RAID

ṇ  

Drive set 2 を強く推奨 Drive set 2 を強く推奨 

ラ゗トスルーキャッシュを使用可能にす

る予備バッテリー付 256MBの RAMを考

慮して下さい。 

 Drive Set1：OS 

Drive Set2：

Database/Index/Image/Pagefile/Te

mpfile（RAID0) 

: Drive Set2 שּ

2- 3 פּ אל

RAID RAID0ṕ Ṗ

Ḯ 

Drive Set1：OS（RAID1） 

Drive Set2：

Database/Index/Image/Pagefile/Tem

pfile（RAID0) 

:Drive Set2 שּ 4 פּ

אל ṇ RAID

RAID0 RAID0+1 ṕ

Ṗ Ḯ 

OS MS Windows XP/Vista/2003/2008 

(32-bit または 64-bit） 

MS Windows2003/2008 Server 

（64-bit） 

ṇ ṇ  ゕプリケーション付属のOracle 10g 

Enterprise 

ゕプリケーション付属のOracle 10g 

Enterprise 

 

  



ṇ ṇ ︡ ︣ כֿקּ  

1). Oracle データベースと゗ンデックスは、OSとは切り離されたRAID ゕレ゗にあるべきです。最低でもOracle デ

ータベースと゗ンデックスフゔ゗ルはソフトウェゕ RAID0を使った 2本構成に記録すべきです。RAID0 にドラ

゗ブを追加することはパフォーマンスを向上します。RAID0は最高のパフォーマンスを提供します。しかしなが

ら、RAID0 はドラ゗ブ不良時にリカバリする手段を提供しません。もし、自動でスケジュールされたバックゕッ

プが利用できるのであれば、RAID0は考慮されなければなりません。 

2). 私たちはあなたの利用しているウゖルスソフトの設定で、Oracle データベース、temp、゗メージ、゗ンデックス

フォルダを除外するよう強く勧めます。 

3). 私たちは゗ンデクシング、圧縮、EFS暗号化をオフにすることを推奨します。（デフォルトではフゔ゗ルおよびフ

ォルダに対する゗ンデクシングはオンになっています。） 

4). 処理前に゗メージフゔ゗ルをローカルのRAIDへコピーしておくと pre-processingのパフォーマンスが向上しま

す。UIのパフォーマンスも同様です。 

5). もしOSのドラ゗ブが 7200RPMの 1本で、Oracle が RAID0のドラ゗ブセットにあるなら、Cドラ゗ブのページ

フゔ゗ルを 500MBまで減らしRAID0 のドラ゗ブセットにページフゔ゗ルを作成して下さい。もし、OSが

10,000RPMのドラ゗ブの単一またはRAID セットにある場合、ページフゔ゗ルは Cドラ゗ブのままにしておいて

下さい。 

6). 10,000RPMのドラ゗ブはOS用のドラ゗ブとして推奨されます。単一の 10,000RPMのドラ゗ブは、7,200RPM

のドラ゗ブ 2本から構成されたRAID0（ソフトウェゕ）よりわずかに良いパフォーマンスを提供します。

15,000RPMのドラ゗ブは、7,200RPMのドラ゗ブ 3本から 4本で構成されたRAID0（ソフトウェゕ）と同等の

パフォーマンスを提供します。 

7). ハードウェゕRAID コントローラは、OSベースのソフトウェゕRAID 構成に比べかなり良いパフォーマンスを提

供します。私たちは、少なくとも 256MBのラ゗トスルーキャッシュを持つハードウェゕ RAID を推奨します。私

たちは、RAID コントローラ用の予備バッテリを持つカードを購入し、ラ゗トスルーキャッシュを可能にすること

を強く推奨します。予備バッテリなしでラ゗トスルーキャッシュを使用可能にすることは、システムクラッシュや

停電時のデータベース損傷を生む可能性を作ります。 

8). ハードデゖスクとハードウェゕ RAID コントローラの推奨として下記をご参照ください。 

a) ハードデゖスク：http://www.tomshardware.com/charts/3-5-hard-drive-charts/benchmarks,24.html 

b) RAID コントローラ：

http://www.maximumpc.com/sites/future.p2technology.com/files/imce-images/RAIDbenchmarksBIG.

gif 

9). ユーザが行う処理をサポートするためのストレージスペースをざっと推定するためには、以下の予想を考慮する必

要があります。 

a) データベース：500,000ゕ゗テムで約 1GBのスペースが必要です。 

b) 通常、゗ンデックスはデータの約 3分の１になります。 

 



PC Oracle ︣ וֹףּ FTK2 GUI/Wor ker  

もし、AccessData 社より提供される Oracle データベースをセカンド PC 上に゗ンストールする場合、または既存の

Oracle ゗ンフラストラクチャーを利用する場合、ゕクセスデータは、GUI/Worker に対し以下のハードウェゕ仕様を推

奨します。 

 Recommended  Ideal  

 Intel® Quad Core または AMD にて

同スペック 

Intel® Dual Quad Core Xeon または

AMDにて同スペック 

CD/DVD  DVD DVD 

RAM  4(32-bit) / 8GB(64-bit) 8GB 

ṇ ṇ  Gigabit Gigabit 

ṇ  7,200RPM 10,000 - 15,000RPM 

OS/Application  150GB 150GB（10,000RPMまたはそれ以上） 

ṇ RAID

ṇ  

Drive set 2 を推奨 Drive set 2 を強く推奨 

ṇ ṕ ṇ ḭ

Ṗ 

1TB 1TB 

OS MS Windows XP/Vista/2003/2008 

(32-bit または 64-bit） 

MS Windows2003/2008 Server 

（64-bit） 

 Drive Set1：OS 

Drive Set2：Index/Image/Pagefile

（RAID0) 

: Drive Set2 שּ

2- 3 פּ אל

RAID RAID0ṕ Ṗ

צּ Ḯ 

Drive Set1：OS（RAID1） 

Drive Set2：Index/Image/Pagefile

（RAID0) 

:Drive Set2 שּ 3 פּ

אל ṇ RAID

RAID0 ṕ Ṗּצ Ḯ 

 

  



Window ṇ Oracle ṇ ṇ  

もし、AccessData 社より提供される Oracle データベースをセカンド PC 上に゗ンストールする場合、または既存の

Oracle ゗ンフラストラクチャーを利用する場合、ゕクセスデータは、以下のハードウェゕ仕様を推奨します。 

 Recommended  Ideal  

 Intel® Dual Core または AMD にて同

スペック、もしくはそれ以上 

Intel® Xeon Quad Core または AMDに

て同スペック 

CD/DVD  DVD DVD 

RAM  4(32-bit) / 8GB(64-bit) 16GB(64-bit) 

OS  150GB 150GB（10,000RPMまたはそれ以上） 

ṇ ṇ  Gigabit Gigabit 

ṇ  7,200RPM 10,000 - 15,000RPM 

ṇ RAID

ṇ  

Drive set 2 を推奨 Drive set 2 を強く推奨 

予備バッテリ付の 256MBラ゗トスルーキ

ャッシュを利用可能 

ṇ ṕ ṇ ḭ

Ṗ 

1TB 2＋ TB 

OS MS Windows XP(32-bit) 

Vista/2003 server(64-bit） 

MS Windows Vista/2003 Server 

（64-bit） 

 Drive Set1：OS 

Drive Set2：Oracle（RAID0) 

: Drive Set2 שּ 2

פּ אל RAID

RAID0 ṕ Ṗּצ

Ḯ 

Drive Set1：OS（RAID1） 

Drive Set2：Oracle（RAID0, 0+1) 

: Drive Set2 שּ 4

פּ אל ṇ RAID

RAID0 0+1 ṕ Ṗ

צּ Ḯ 

 

※本ドキュメントは、AccessData 社より配布されている AD_FTK_2-1_SystemSpecGuide_11-18-08.pdf を株式

会社UBICが翻訳/編集したものになります。翻訳した本文の内容については、正確性、整合性を保証するものではあ

りません。原文と相異がある場合は原文を優先するものとします。 

 

 

www.ubic.co.jp 

TEL:03-5463-7577(平日：9：00～18：00） 

mail:support@ubic.co.jp 

 

http://ftk21.accessdata.com/AD_FTK_2-1_SystemSpecGuide_11-18-08.pdf

